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A．研究目的 
 日本移植学会の立場から臓器提供推進と
肝移植の成績向上を目指す 
 
B．研究方法 
 １）2018 年度の研究結果から救急現場に
提供の意思が生かされないシステムエラー
が臓器提供数の少なさに関連することが示
唆されたため、救急・脳神経外科領域学会へ
の情報提供と臓器あっせん料保険収載を目
指し行政に働きかけを行なった。 
２）カルシニュリン阻害薬の合併症を軽減
する為に IL−２リセプター阻害薬の腎臓以
外への臓器への適応拡大に向けて行政と協
議して、綿密な計画を立てた。 
３）海外の HIV 感染患者の肝移植の実態調
査と臓器提供システム視察のために１名を
米国ミネソタ大学に派遣した。 
 
（倫理面への配慮） 
 臨床研究ではなく研究に患者情報も扱っ
ていない。 
 
C．研究結果 
 １）2019 年の臓器提供数は過去最高に達

し、令和２年保険改訂において臓器管理料
が大幅に増額された。 
２）製薬会社とも協議して行政から開発命
令を出す準備が整った。 
３）研修中である。 
 
D．考察 
 救急・脳神経外科系学会への丹念な働き
かけと対話から、臓器提供となる現場の負
荷、問題を抽出し、移植医がそれに共感を示
すことと、実務的に行政に働きかけ保険点
数という形でインセンティブを高めること
が提供数増加につながったと考える。 
 行政から開発要請を出すように指導いた
だき、粘り強い交渉の結果、製薬会社に開発
位要請を受けることまで内諾させた。産官
学の協力の重要性を認識させられた。 
 
 
E．結論 
脳死臓器提供増加と新しい免疫抑制薬の導
入は肝移植成績の向上につながると期待さ
れる。  
 
F．健康危険情報 

研究要旨 日本移植学会の立場から臓器提供推進と肝移植の成績向上を目指す 
１）2018 年度の研究結果から救急現場に提供の意思が生かされないシステムエラーが臓
器提供数の少なさに関連することが示唆されたため、救急・脳神経外科領域学会への情報
提供と行政への働きかけを行なった。2019 年の臓器提供数は過去最高に達し、令和２年
保険改訂において臓器管理料が大幅に増額された。 
２）カルシニュリン阻害薬の合併症を軽減する為に IL−２リセプター阻害薬の適応拡大に
向けて行政と協力した結果、製薬会社に開発命令を出す準備が整った。 
３）海外の HIV 感染患者の肝移植の実態調査と臓器提供システム視察のために１名を米
国ミネソタ大学に派遣した。 
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H．知的財産権の出願・登録状況（予定を含
む。） 
 １．特許取得 

 該当せず 
 ２．実用新案登録 
  該当せず 
 ３．その他 

 該当せず 


